
新たな飛躍をめざしNPO法人立ち上げ

この30年間に良質なコミュニティ資産、環

境資産、建物資産が着実に育まれてきました

が、今、ハイツでは幾つかの課題を抱えてい

ます。

一つは増える高齢者のパワーをいかに活用

するか、超高齢化にいかに対応していくか、

二つ目は、人的ネットワークを活かして、総

合力をいかに発揮していけるか、三つ目は、

ハイツで培ったストックをいかに外部に向け

て活用していくか、四つ目は、外部との交流

や連携を深めつつ、その成果をハイツに還元

するという好循環をどうつくり出していける

か、などがあげられます。

こうした課題を個別に解決するのではなく、

総合的に対応していく道はないか、そんなこ

とを考えるなかで浮上してきたのがNPO法人

の設立です。

2003年4月、団地内外の100名余りの人

たちや法人の支持と共感を得て「NPO法人グ

リーンオフィスさやま」が誕生しました。こ

の法人は、“安心して、楽しく住み続けられる

街づくり”を目的に、環境に配慮した「環境

共生型コミュニティづくり」、生活者にやさし

い「福祉型コミュニティづくり」、遊び心でふ

れあいを育む「育線型コミュニティづくり」、

安心して住める「定住型コミュニティづくり」

をめざして事業に取り組んでいます（図3）。

この法人はハイツのためだけに設立された

交流を深めながら幅広い社会貢献をしていき

たいと考えています。
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おわりに
磨いていきたいコミュニティ・マネジメントカ

時間の経過ととともに、緑は風格を帯び、

コミュニティは成熟していきます。しかし、

建物や施設は老朽化や陳腐化、そして住み手

の超高齢化（現在高齢化率は17％）は避けら

れません。誠に皮肉なことです。一般論とし

て築30から40年で建て替えという話があり

ますが、じつに乱暴な話です。

ハイツの場合でいえば、この30年余りにし

て、ようやく、誇りの持てるコミュニティ・

環境・建物資産が形成できました。それだけ

にそうした想いに駆り立てられます。今、法

定耐用年数の60年を超える70年は住み続け

たいと、長期修繕計画の見直し作業に取り組

んでいます。そのためにも、住民は自信をも

ち、安心して、楽しく住み続けられるハイツ

をめざし、もっと創造力をかき立てて欲しい

と願わずにはいられません。

そのためにもココロ・ヒト・モノ・カネ資

源を有効に活用し、目標に向けて戦略的に取

り組む「コミュニティ・マネジメント」の発

想は不可欠だと思いますし、その力に磨きを

かけていけたらと思います。

事 業 項 目 担　 い　 手　　　　　　　　　　　　 事 業 内 容

l 環境保全支援事業 緑化推進本部　 団地等の緑花の管理運営

わくわ く自然園を守り育てる会　 ビオ トープの管理運営

生ごみリサイクルを進める会　 生ごみ リサイクルの推進

有志 ・グループ　 その他環境保全活動支援

福祉活動支援事業
有志 ・グループ　　　　 ト 」 在宅福祉サービス ・子育て支援 l

l 地 域活性化支援事業 楽農クラブ　　 共同農場の管理運営

手作 り工房　　 各種手作り工作 ・小修繕作業

おはなし ・てづくり☆ねっと　 読み聞かせ ・紙芝居等の出前

有志 ・グループ　 その他地域活性化支援

L 情報化支援事業 情報工房　　 パソコン学習 ・H P作成等

印刷工房　　 広報物等の作成 ・印刷 ・配布等

映像 ・音響工房　 ビデオ制作 ・音響演出等

有志 ・グループ　 その他情報化支援活動

l 住宅管理支援事業 有志 ・グループ　　　　　　　 集合住宅の管理運営支援　 】

l その他関連事業 有志 ・グループ　　　　 ト 」 その他N P O 法人設立支援等　 l

※有志 ・グループとあるのはまだ事業内容及び担い手が未定の事業です。

図3NPO法人グリーンオフィスさやまの事業概要
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